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令和６年度 目黒区立烏森小学校 学校評価報告書 

 

１ 学校評価委員会の実施内容 

（１）第１回実施日時 令和６年 ６月８日（土）  １２時３０分～１３時３０分 

（２）第２回実施日時 令和６年１２月７日（土）  １２時３０分～１３時３０分 

 

２ 参加者 

 学校評議員（澤 勝様、田村秀子様、浅川博人様、芝田重実様、一見貴重様） 

 校長・副校長 

  

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと 

     評価項目 

 

◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む）  

次年度の教育活動の

改善点 

学校評価委員会での

意見 

学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環境、教

職員の態度などについて 

対象 結果 差 

保護者 92.0 ＋1.2 

児童（低） 88.6 ▲4.5 

児童（高） 91.9 ▲0.5 

地域 100 ±0 

 

 

◎四者ともに肯定的評

価が９割以上であ

り、学校教育全体へ

の評価はおおむね良

好であった。 

●今年度より紙ではな

く、保護者情報シス

テムでのアンケート

回収となったため、

保護者への周知や呼

び掛けが難しく、保

護者の評価の回収率

は、76.1％（家庭数に

対して）と低くなっ

たと考えられる。 

・引き続き学校の教

育活動を充実させ

るとともに、学校生

活の様子について、

情報発信に努める。 

・文書で学校の取組

を周知したり、ＰＴ

Ａ運営部にも協力

を依頼したりなど、

学校評価の回収率

上昇のための手立

てを考えていく。 

・昨年度落ち着かな

かった学年は落ち

着いたように思う。 

・低学年を中心に、楽

しそうに過ごして

いるように思う。 

Ⅰ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内容全

体について 

対象 結果 差 

保護者 87.5 +11.3 

●保護者、地域とも、

「Ｅ分からない」と

した評価がそれぞれ

13.8％、15.4％とな

っており、評価の低

・「Ｅ分からない」と

した評価が、全体の

評価を押し下げて

おり、学校の取組と

教育目標の関係に

・「Ｅ分からない」の

分析が必要。評価が

できないのか、教育

活動の内容が分か

らないのか、そもそ

別紙１ 

 

四者※による学校評価

アンケートの結果分析 



地域 76.9 ▲11.1 

教職員 94.7 ＋2.4 

 

 

下につながった。 

○感染症対策が５類に

移行してのち、学校

の教育活動も以前の

様子に戻りつつあ

り、教職員の評価は

昨年度より上がって

いる。 

 

ついて、保護者会や

学校ホームページ

等で情報発信して

いく。 

・コロナ禍での週時

程を見直し、生活リ

ズムを整え、落ち着

いた学校生活を整

えていく。 

も教育目標自体が

伝わっていないの

か、このアンケート

項目では分からな

い。設問の改善が必

要ではないか。 

Ⅱ 心の教育について 

・道徳科（道徳）の授業の充実

や児童・生徒の道徳的実践

力の向上に向けた取組につ

いて 

対象 結果 差 

保護者 86.1 +9.9 

児童（低） 98.7 +1.6 

児童（高） 95.2 ▲4.3 

教職員 94.7 ▲5.3 

 

 

○道徳の授業を中心と

して、一人ひとりに

考えさせる道徳が浸

透してきており、児

童、教職員の評価は

高い。 

●保護者の「Ｅ分から

ない」とした評価が

18.8％となってお

り、評価の低下につ

ながった。 

 

 

・道徳科の授業を年

間指導計画に沿っ

て行うとともに、教

育活動全体を通じ

て、道徳的心情や態

度を育てていく。 

・授業で学んだこと

が、学校生活の態度

に反映されるよう、

道徳的な実践力向

上に向けて、学級会

活動の充実などを

図っていく。 

・チャットやＳＮＳ

でのやりとりが増

えてくる中で、表現

力に乏しかったり、

意図を読み取れな

かったりなど、字面

だけでは伝わない

ことが多くなって

きている。学校では

対面でのコミュニ

ケーションを生か

して、心の教育を進

めていく必要があ

る。 

Ⅲ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向けた

授業の改善・充実、少人数指

導、○○タイム、主体的に学

習に取り組む態度等の取組

について 

・職場体験等体験活動、自然

宿泊体験教室、 

キャリア教育等の充実につ

いて 

対象 結果 差 

保護者 87.5 +16.0 

児童（低） 93.0 +4.5 

児童（高） 92.5 ▲3.2 

教職員 89.5 ▲10.5 

  

○区学力調査や全国学

力学習状況調査の結

果から見ても、児童

の学力が全体的に向

上しており、「分か

る、できる」児童が高

学年を中心に増え、

評価が向上したと考

えられる。 

●低学年の児童の約１

割が「学校の勉強が

分かりますか。」につ

いて否定的な評価を

しており、大きな課

題であると考える。 

●保護者の「Ｅ分から

ない」とした評価が

・学習タイムの探究

活動や学習の複線

化などを通して、多

くの児童が意欲的

に取り組むことが

できるようにする

とともに、学力の定

着のための基礎・基

本の充実や、学習タ

イムのより有効的

な活用を図る。 

・「Ｅ分からない」と

した評価が、全体の

評価を押し下げて

おり、学校の取組や

子どもたちの様子

について、校内の大

・学力が高い児童も

いれば、特別に支援

を要する児童もい

るので、ますます複

線化や習熟度別の

学習が重要になっ

てくる。 

・児童の教え合い、学

び合いは、双方に効

果的だと思う。 



18.8％となってお

り、評価の低下につ

ながった。 

 

型提示装置や学校

ホームページ等で

情報発信していく。 

 

Ⅳ 体育・健康教育について 

・ 体 力 向 上 、 健 康 の 促

進に向けた取組について 

対象 結果 差 

保護者 88.2 +16.2 

児童（低） 90.5 ▲0.9 

児童（高） 86.0 ▲1.0 

教職員 84.2 ▲15.8 

 

 

⦿芝生養生期間を見直

し、11 月の養生を無

くしたことから、体

育学習の充実につな

がり、教員の評価が

上がったものと考え

られる。しかし、11 月

の養生が無くなった

ため、芝生の状態が

悪くなり、課題であ

る。 

●保護者の否定的な評

価が 13.0％（差▲

2.3）となっており、

引き続き芝生の養生

期間が長いとの指摘

がある。 

●保護者の「Ｅ分から

ない」とした評価が

13.4％となってお

り、評価の低下につ

ながった。 

 

・次年度芝生の養生

期間を見直し、熱中

症対策で校庭を使

いづらい７～８月

にしっかりと養生

していく。そのた

め、体育科の授業や

体力向上の取組の

年間指導計画も見

直しを図っていく。 

・「Ｅ分からない」と

した評価が、全体の

評価を押し下げて

おり、体育学習の様

子や、烏森ランニン

グ・大縄大会などの

体力向上の取り組

みについて、学校ホ

ームページ等で情

報発信していく。 

・鬼ごっこなど、身体

を動かすことが好

きな児童が多い。烏

森ランニングが復

活して良かった。安

全面に配慮しなが

ら、今後も活動の機

会をしっかり保障

ほしい。 

 

 

Ⅴ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学年交

流活動、クラブ・部活動の活

性化などについて 

対象 結果 差 

保護者 85.7 ▲6.4 

児童（低） 92.4 ▲1.9 

児童（高） 97.8 +2.1 

地域 89.2 +4.6 

教職員 94.7 +2.4 

 

 

○感染症対策５類移行

後は、多くの行事で

人数制限などを行わ

なかったため、多く

の保護者の方に参加

していただき、高い

評価につながったと

考える。 

 

・引き続き、学校行事

や異学年交流など

の充実を図ってい

く。 

・週時程を見直し、集

会や委員会発表の

機会を充実させて

いく。 

・みんな元気に取り

組んでいる。体育や

音楽などの活動も

充実しているよう

に感じる。 



Ⅵ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじめや

不登校の現状と対応、教員

の関わり方、 

特別支援教育への取組など

について 

 

 

 

対象 結果 差 

保護者 86.4 +19.5 

児童（低） 91.1 +4.3 

児童（高） 89.2 ▲4.3 

地域 70.3 ▲6.6 

教職員 89.5 +12.6 

 

 

●今年度、校内が落ち

着かないことがあ

り、保護者・地域の評

価が低下している。 

○教職員の協力体制に

より、校内の落ち着

かない状況を乗り越

え、後半落ち着きを

取り戻しつつあるた

め、教職員の評価は

昨年度より上がって

いる。 

 

 

・学習規律の徹底等

については、教職員

による共通理解・共

通指導はもちろん

のこと、児童自身に

規律の必要性を理

解させ、自分たちで

より良い学校生活

を作っていけるよ

うな学年・学級経営

を進めていく。 

・落ち着いた学校生

活を取り戻すため、

時間割を見直し、生

活リズムを整え、教

職員の協力体制や

特別支援教育の強

化を図っていく。 

 

・地域も学校の様子

を気にかけている。

最近は、落ち着いて

きたように思うが、

引き続き、子どもた

ちが安心して過ご

せる学校環境を作

っていってほしい。 

＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安全教

育や情報モラル教育の充

実、安全管理などについて 

対象 結果 差 

保護者 85.4 +8.4 

児童（低） 95.6 +0.2 

児童（高） 96.2 ▲1.6 

教員 86.8 ▲13.2 

※防災教育・安全指導の平均値 

 

●保護者の「Ｅ分から

ない」とした評価が

24.9％となってお

り、評価の低下につ

ながった。 

○児童はしっかりと

「おかしも」を守り、

避難訓練に取り組ん

でおり、目安となる

５分以内の避難完了

ができている。その

ことが、児童の自信

につながり、評価が

上昇につながったと

考えられる。 

 

・学習用情報端末の

家庭への持ち帰り

も始まり、改めて情

報モラル教育など

の充実を図ってい

く。 

・「Ｅ分からない」と

した評価が、全体の

評価を押し下げて

おり、計画的に実施

して避難訓練や事

件・事故の未然防止

に向けての取り組

みなどを学校ホー

ムページ等で情報

発信していく。 

・地域の保育園や中

学校と連携した避

難訓練などを進め

てほしい。 

・避難訓練なども、担

当を決めて記録し、

振り返り・反省をし

てはどうか。 



＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区の小

学校との連携について 

・近隣の幼稚園・保育園との

連携について 

対象 結果 差 

保護者 80.1 +13.2 

教員 89.5 ▲2.8 

 

 

●保護者の「Ｅ分から

ない」とした評価が

28.5％（差▲10.9）と

なっており、評価の

低下につながった。 

○感染症対策５類移行

後、昨年度の活動に

加え、５年生の中学

校体験授業や中学生

の運動会お手伝い、

保育園幼稚園との交

流など、多くの連携

行事を行うことがで

きるようになったた

め、教員の評価は高

いと考えられる。 

・「Ｅ分からない」と

した評価が、全体の

評価を押し下げて

おり、連携行事の目

的や様子を学校ホ

ームページ等で情

報発信していく。 

 

 

・どうしても、当該 

学年以外の保護者

には伝わりづらい

面があるので、情報

発信を工夫しては

どうか。 

Ⅶ 情報の発信、家庭・地域と

の連携について 

・学校の情報発信や地域人材

の活用、保護者の協力状況、

PTA活動の充実などについ

て 

対象 結果 差 

保護者 82.6 ▲5.3 

地域 89.2 +20.0 

教員 84.2 ▲0.4 
 

○保護者情報システム

（ C4th Home & 

School）での学年だ

よりなどのお便りの

配信し、利便性が向

上したことにより、

保護者の評価が高く

なっていると考えら

れる。 

●学校行事等の案内の

発送基準を厳格化し

たことにより、以前

配付していた案内が

届かない地域の方も

いることが影響して

いると考えられる。 

 

・引き続き、保護者連

絡システムや学校

ホームページを活

用し、保護者に情報

が伝わるようにし

ていく。 

・地域の実態に応じ

て、適切に案内を発

送できるよう、名簿

の見直しを図る。 

・学年だよりなどが、

保護者情報システ 

ムで、すぐに手元で

見られるのは便利

だと思う。今後も有

効に活用していっ

てほしい。 

 

Ⅷ 教員の人材育成について 

・日常の職務をとおして専門

性と協働性の育成、教育公

務員の自覚について 

対象 結果 差 

教員 78.9 ▲5.7 

 

●日常の業務自体が多

く、自己研鑽のため

の時間や心の余裕が

確保できていなかっ

た。また、校務軽減の

ための時間講師を確

保することも難し

・40 分授業午前五時

間制で生み出され

た時間を用いて、教

職員の職務時間を

確保するなどする。 

・サポートスタッフ

と協力し、時間講師

・研究授業を引き受

けてきたり、授業の

複線化に積極的に

チェレンジしたり

など、前向きに自己

研鑽に励んでおり、

そのような自主性



 く、仕事の余裕が無

かったことが、評価

の低下につながった

と考えられる。 

の確保に取り組む。 を育てていってほ

しい。 

Ⅸ 教員の働き方改革につい

て 

・校務支援システムの活用、

「チーム学校」を意識した

業務分担等、組織的な業務

の効率化・最適化について 

対象 結果 差 

教員 57.9 ▲3.6 

 

 

●今年度は、後期前半

に運動会、研究開発

学校研究発表会、学

芸音楽会と大きな行

事が集中し、多忙を

極めたり、校務分掌

の内容により、仕事

量に大きな差が生じ

たりしたため、評価

が大きく低下したも

のと考えられる。 

 

・40 分授業午前５時

間制で生み出され

た時間を活用し、働

き方改革を推進し

ていく。 

・次年度の年間計画

を見直し、行事の平

準化を図る。 

・業務分担や組織に

ついて見直しを図

り、特定の教職員に

負担がかかり過ぎ

ないようにする。 

・校務システムの連

絡掲示板を活用や、

サポートスタッフ

との業務分担をさ

らに進め、時間短縮

を図る。 

・やることは増える

が、時間が減ってい

る現状があるので

はないか。時間配分

を見直したり、フォ

ロワーシップを身

に付けさせたりす

ることが大切では

ないか。 

 

※ 各学校は上記の評価項目を参考に、それぞれの特色に応じた独自の項目を設定することができます。 

 


